














〔春期入試 前期課程 日本史〕 
日本史Ⅰ. 
 日本史上における外国や異⺠族との接触が政治・社会に及ぼした影響について、特定の
時代にしぼって、具体的な事例に沿って論じなさい。 
 
 与えられた論題について、自らの関心に即した関連事象を想起し、論理的な脈絡の通っ
た文章に組み上げる能力を調べる試験である。 
 
 
日本史Ⅱ. 
①正倉院文書 
 東大寺の正倉院宝庫に伝来した、奈良時代を中心とする文書群。奈良時代に盛んに行わ
れた写経事業のための事務書類が、写経所の事務機構から何らかの要因で正倉院宝庫の中
に入り込んだものが中心となっている。さまざまな文書には、⼾籍や正税帳をはじめとし
て、官司から保管期間を過ぎて反故紙として供出された書類も利用されており、奈良時代
の⺠政や行政のようすもうかがうことができる。 
 
②日明貿易 
 1368 年に明朝を建てた洪武帝は倭寇禁圧のため海禁を行うとともに、日本に朝貢を求め
た。初め、南朝の征⻄将軍懐良親王が明から「日本国王」に封じられたが、足利義満は明
との外交関係を南朝側から奪おうと考えて、1401 年に祖阿・肥富を遣わして建文帝から
「日本国王」号を得た。1404 年、永楽帝が義満を冊封して勘合を授け、寧波を窓口に朝貢
貿易が始まった。足利義持が 1411 年にいったん中止したが、足利義教が 1432 年に再開し
た。刀剣・硫⻩・銅を輸出し、銅銭・綿布・高級絹織物・書画・陶磁器を輸入し、幕府は
抽分銭などを得た。大内氏が博多商人と結び、細川氏が堺商人と結んで競ったが、1523 年
の寧波の乱ののち大内氏が主導権を握った。1551 年に大内義隆が滅んで勘合貿易は途絶し
たが、日本銀の産出が増加していたため、中国生糸を売り込む中国商人の私貿易が活発化
し、ポルトガル人も加わった。豊臣秀吉は文禄の役の際に勘合の復活を求めてならず、徳
川家康は明に通交を拒まれた。明の国内が混乱したために海禁が緩み、朱印船による東南
アジアでの出会貿易が発展した。江南と日本列島とを結ぶ航路はポルトガル人の独占状態
になったが、家康は朱印船を認可する傍ら、オランダ人・イギリス人・スペイン人の来航
を誘致し、1609 年、薩摩島津氏に命じて明に朝貢する琉球王国を従えて間接貿易の道を開
き、ポルトガルの貿易独占を崩そうとした。国内統治で禁教政策がとられると、徳川家光
は 1635 年に在外日本人の帰国を禁じ、中国船の寄港を⻑崎に限り、1639 年にポルトガル
船の日本来航を禁じ、1641 年にオランダ商館を⻑崎に移した。琉球・薩摩と⻑崎が日明貿
易の窓口となった。 



③本居宣⻑ 
 日本古来の道である「古道」を探究する学問である国学を、おおきく発展させた学者。
伊勢松坂に生まれ、荷田春満の門人である賀茂真淵に師事する。中国の文化や漢籍を重視
する「漢心」をきびしく批判し、人間本来の「真心」にもとづいた生活を送ること、「も
ののあはれ」を解する心を育てることの重要性などを説いた。代表的な著作としては、『古
事記伝』や紀伊藩主に呈された『秘本玉くしげ』などがある。後の思想家らにつよい影響
を及ぼし、平田国学で著名な平田篤胤は、宣⻑の「没後門人」を称した。 
 
④第一次世界大戦 
 第一次世界大戦前の帝国主義国の外交は、同盟や協商のネットワークを構築することで
自国の安全保障をはかろうとするものであった。そのため、1914 年 6 月のサラエボ事件が
世界大の戦争に拡大することになった。日本は日英同盟の誼みを口実に強引にドイツへ宣
戦布告して参戦し、ドイツの山東省権益（⻘島など）や南洋諸島を占領した。しかし、戦
闘行為はそれぐらいであるため、第一次大戦で進んだ総力戦への対応は遅れることにな
る。 
 
日本史Ⅲ. 
1. 
ａ 

さきのえちごのかみ前越後守じゆごいのじよう従五位上とものすくねたつお伴宿祢龍
男、じゆうしや従者きみこのひろの公弥侯広野ら等をしてしよせい書生もののべのいなよ
し物部稲吉をおうさつ殴殺せしむ。 

 
ｂ 

意図的な殺人であるという内容の文書を刑部省に下し、龍男の罪を判断させたところ、
刑部省は恩赦の機会に遭って適用されたと称して、すぐに（龍男を）解放し赦免してしま
った。 

 
ｃ 

前日向守従五位下嗣岑王、詔使田口朝臣房冨らを謀殺す。須く詳らかに覆案を加ふべき
ものなり。 

 
ｄ 

龍男、宗継、および左馬寮の官人たちが犯した罪は、年が遷り時代も変わっていて、人
や物も当時とは改まり変わってしまっている。飽永らの罪は、真総が原因となって生じて
いるので、情状としては哀れむべきところがある。この場合には手厚く法を曲げててでも



対処する措置を申し上げ、いずれも罪を許してやるべきである。ただし、刑部大丞で正六
位上中判事を兼任している丹?真人真総は非法にこだわって、意図的に罪人を許してしまっ
た。よってこの者は官当し解任する。嗣岑王はこれ以前に出された判決によって、官当免
爵とする。 

 
ｅ 
初めの五文字 ：前越後守従 
終わりの五文字：覆案者也。 
 
 
2. 
（１）はいけい。 

かんこくごふにんごますますごゆうごう、きんがのいたりにそうろう。さてじきょくも
んだいはってんのためとうかんふそのほかかいせいのじゅんびにつきにちやごはんげき、
えんさつにたえずそうろう。しかるところごはつじんまえごないていのだいほうしんにも
とづきないがいたたんにもかかわらずとくにごきょうさんあいたち、せいちくのかくさく
じゅんじょせいぜんちゃくちゃくほをすすめしんそくにだんぱんあいととのい、ただちに
きょうしょうちょういんにたちいたりたるごさいかあんじょうそうのでんぶんいちどく、
じつにしょうらいとうようへいわいじのきそをしてきょうこならしめわがていこくのため
たいがこのことにそうろう。かくのごときひじょうのきょうしょうをしてじんそくけつり
ょうにいたらしめたるびんしょうかっぱつのごどうさにはきょうがくのほかこれなくそう
ろう。ついてはにちやえんぼうしんりゃくだんぱんじょうかけひきごくりょすくなからざ
るとそうさつにたえずそうろう。ほんじつかんていにおいてしゅしょうがいしょうとかい
ごう、ごじょうそうあんごしじゅんかいぎみょうちょうあいひらきけっていごただちにが
いしょうよりひでんあいはっしもうすべしとのことにもうしだんじそうろう。そのほかふ
ぞくのほうあんもつづいてあすじゅうけっていいたすべきふくみにそうろう。まずはてい
こくのためろうけいのためがいをひょうし、あわせてじじょうがいちんいたしそうろう。
じかしゅうねつごじちょういのるところにそうろう。そうそうけいぐ。はちがつにじゅう
いちにちよる、ちんざんそう、ありともとんしゅ。てらうちとうかんかっか。ないけい。
なおせんぱんらいのごううにてかんはっしゅうぜんぶひじょうのだいこうずい、ことにと
ねがわていぼうはかいのためにとうきょうしはみぞうのこうずいひさんをきわめそうろ
う。そうそう。 

 
（２）統監府改正などで御繁劇のことと推察する。 

御出発前に内定した大方針にもとづいて着々進め、急速に交渉を整え（併合）条約の調
印にまで至ったとの御裁可案上奏の電文を一読して知り、将来の東洋平和の維持を固くし



たものとして非常に喜ばしい。このような非常の条約を迅速に結了させた御働きには驚愕
のほかない。本日首相官邸で首相（桂太郎）・外相（小村寿太郎）と会合して、上奏案諮詢
のための（枢密院）会議を明朝開き、決定後ただちに外相から電報を発するべきとのこと
を話し合った。その他の付属法案も明日中には決定する含みである。なお先般来の豪雨で
関東も非常の大洪水、利根川の堤防が破壊されたため東京市は未曾有の洪水となってお
り、悲惨をきわめている。 

 
（３）一九一〇年（明治四三年） 
（４）小村寿太郎 
  











〔春季入試 前期課程 東洋史〕 
東洋史 II.  
③中体⻄用 

中国の学を本体とし⻄洋の学を応用とする意味であるが，太平天国の進攻に直面した馮
桂芬が「中国の五倫五常を原本とし，輔（たす）くるに富強の術をもってす」と主張した
のが最初とされる。軍事力を中心に欧米の文物を受容すべきだとするこうした考え方は李
鴻章らの洋務派官僚に受け入れられた。1865 年，李鴻章は，上海に武器製造を目的として
江南製造局を設立するなど，中体⻄用論はいわゆる洋務運動を支える中心的な理念となっ
た。 
 
④宣統帝 

清朝最後の皇帝溥儀を指す。年号をとって宣統帝と呼ばれる。1911 年に起こった辛亥革
命により退位したが，中華⺠国臨時政府の清室優待条件により，その後も大清皇帝の尊号
の維持，紫禁城での皇帝同様の生活が保証された。しかし，1924 年，国⺠軍を率い北京を
占領した馮玉祥は，上記優待条件の破棄を宣告し，溥儀は紫禁城からの退去をよぎなくさ
れた。その後，天津の日本租界に逃れたが，柳条湖事件後満洲国を樹立した関東軍に担ぎ
出され，満洲国執政に就任，34 年の帝制移行にともない，満洲国皇帝を称した。戦後，ソ
連での抑留を経て，1950 年に帰国，撫順・ハルビンの戦犯収容所で囚人生活を送ったが，
1959 年には反省が認められ，釈放された。自伝に『わが半生』がある。 
 
東洋史 III.  
問 1.  
（1） 

 
 

（2） 

 

 



（3） 

 
 
問 2. 

 
 
 
 
  




